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はしカfき

本研究、文部科学省科学研究費基盤ciインド大乗仏教諭伽行唯識学派におけ

る聖典継承と教義解釈の研究jはインド大乗仏教諭伽行唯識学派における思想、確立

の過程を、摂事分をキーワードにして明らかにしようとするものである。

インド大乗仏教諭伽行唯識学派は古くから継承されてきた種々の聖典を、自派の

教義確立のため取捨選択しつつ変容を加え、 「摂事分」として掌握し提示した。そ

の流れは「阿合経典 →摂事分→ 論伽行学派の個々の経典Jと要約されよう。

本研究では特に、As錨句a無著 (375-420頃)の著作『顕揚聖教諭J(漢訳玄英

訳にのみ残存)の解読研究を中心に、 「阿含経典→ 『論伽師地論j摂事分→

『顕揚聖教諭Ji揖事品第一JJという、聖典の継承過程を明らかにした。あわ

せて、 I顕揚聖教論』が『瑞伽師地論jを継承しつつ、その教義を変容させながら

大乗仏教思想、を確立する重要なターニングポイントにあることも指摘した。

さらに、この研究を遂行するために、As白血ga無著のもう一つの主著、 I大乗阿

毘達磨集論 Abhidharmas姐.uccayaJおよぴその注釈書『大乗阿毘達磨雑集論

Abhidharmasamuccaya・Bh~yaJ の電子テキスト作成に着手した。これは、 『大

乗阿毘達磨集論 AbhidharmasamuccayaJと I大乗阿毘達磨雑集論

Abhidh出mぉamuccaya・Bh匂yaJを対校きせ、両者とも入手可能なデータである

党文.蔵訳.漢訳の三本を対照させた校訂テキストである。

以下には、同論「本地分Jについて、対校・三本対照校訂テキストを掲載する。

今回の版は『大乗阿見達磨雑集論 Abhidhannasamuccaya-Bh為yaJ蔵訳データ

を欠如した暫定版である。いずれ、同蔵訳データを完備した校正版を作成し、イン

ターネット上で公開の予定である。
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